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長久手市行政評価票（S票：施策評価票）
施策番号 S25 施策名 各行事（市民まつり、古戦場桜まつり、成人式、児童館まつり等）の見直し

担当部課 くらし文化部生涯学習課 関係部課

第６次総合計画・基本目
標

　１　「やってみたい」でつながるまち

行政改革指針・重点課題 　１　経営改革の推進

法定受託事務の有無

その他（関係計画、要綱等）

施策開始の背景、経緯等 成人式当日、受付や会場準備等に職員を配置しており、多くの人件費がかかっている。

（どのような施策なのか）

新成人を主体とした実行委員会が、式典などの準備から運営までを企画し、成人の日に文化の家森のホールで実施
する成人式のお手伝いをしてくれる新成人及びボランティア数を増やし、職員人件費を縮減する。

（誰、何を対象にしているか）

市内在住の新成人

（対象をどのような状態にしたいか）

成人したことを自覚し、実行委員が主体的に企画・運営を行う。

Ｒ2年度 Ｒ3年度 Ｒ4年度 中期 長期
（2020） （2021） （2022） （おおよそ3年後） （おおよそ5年後）
成果・実績 成果・目標 成果・目標 成果・目標 成果・目標

費用・実績 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み
（細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額）

市民参加数・実績 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み

Ｒ2年度 Ｒ3年度 Ｒ4年度 中期 長期
（2020） （2021） （2022） （おおよそ3年後） （おおよそ5年後）
成果・実績 成果・目標 成果・目標 成果・目標 成果・目標

費用・実績 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み 費用・見込み
（細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額） （細々節名） （金額）

市民参加数・実績 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み 市民参加数・見込み

（活動のエピソード、コメント、特記事項など）

実行委員会で式典及び式典内企画について準備を行ったが、令和２年度成人式は、新型コロナウイルス
感染症拡大防止のため中止とした。
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施策に係る取組① 成人式実行委員会

令和２年成人式は、新型
コロナウイルス感染症拡
大防止のため中止となっ
た。

式典当日の運営に携わ
る新成人及びボランティ
アの人数。

式典当日の運営に携わ
る新成人及びボランティ
アの人数。

式典当日の運営に携わ
る新成人及びボランティ
アの人数。

式典当日の運営に携わ
る新成人及びボランティ
アの人数。

会場設営委
託

518千円
会場設営委
託

646千円
会場設営委
託

646千円
会場設営委
託

646千円
会場設営委
託

646千円

(延べ) － 人 (延べ) 20 人 (延べ) 22 人 (延べ) 24 人 (延べ) 26 人

施策に係る取組② 成人式の開催方法

令和２年成人式は、新型
コロナウイルス感染症拡
大防止のため中止となっ
た。

成人式を中学校区に分
けて開催する。

成人式を中学校区に分
けて開催する。

成人式を中学校区に分
けて開催する。

成人式を中学校区に分
けて開催する。

－ － － － － － － － － －

－ － － － － － － － － －

(延べ) － 人 (延べ) － 人 (延べ) － 人 (延べ) － 人 (延べ) － 人
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（何をどのような状態に改善したのか、改善が必要なことなど）

式典当日のお手伝いをしてくれる新成人及びボランティア数を増やし、職員人件費を縮減する。

(進捗状況や課題など）

式典当日のお手伝いをしてくれる新成人及びボランティアの確保。

(施策の意図に係る費用対効果の分析、検討、研究の状況など）

式典当日のお手伝いをしてくれる新成人及びボランティア数を増やすことで、職員人件費の縮減になる。

（施策を実施するにあたって今後の方向性、改善点など）

引き続き、新成人による手作りの成人式を実施する。
成人式を中学校区に分けて開催できるようにする。

総合計画担
当、財政担
当、行政改
革担当

・行政改革の重要課題事業第３弾で示したスケジュールに基づき、引き続き「各行事の見直し」を進めてください。

内部意見への回答

改
善
状
況

改善ポイント

評
価

評価・課題

費
用
対
効
果

施策の意図に係る
費用対効果の分析

今
後

今後の
方向性、
改善点


